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調
査
な
し
解
体

疑
問
心
声

JIR 折尾駅

 
 
折
尾
駅
（八
幡
西
区
）周
辺
の
総
合
整

備
事
業
を
進
め
る
北
九
州
市
は
、
日
本
初
の

立
体
交
差
駅
と
し
て
知
ら
れ
る
現
駅
舎
の
解

体
を
年
内
に
も
始
め
る
。
貴
重
な
部
材
は
新

駅
に
転
用
す
る
が
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値

を
調
査
し
な
い
ま
ま
の
取
り
壊
し
決
定
に
。

一
部
市
民
や
有
識
者
か
ら

「
価
値
に
よ

っ
て

駅
舎
の
保
存
方
法
も
変
わ
る
は
ず
」
と
の
疑

問
も
上
が

っ
て
い
る
。

　　　

（中
西
瑛
）い る Ｊ Ｒ 折 尾駅の駅舎 （10月 13日撮影 ）

市民 ら｢文化財価値 知 りたい｣

駅
舎
は
洋
風
木
造
 
階
建
て

で
、
 
 
  
 
年
に
改
築
さ
れ

た
。
大
正
期
に
流
行
し
た
西
洋

建
築
を
取
り
入
れ
て
お
り
、
同

時
代
の
駅
舎
で
現
存
す
る
も
の

は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
。
新

駅
で
は
、
大
正
時
代
の
も
の
と

確
認
さ
れ
た
装
飾
具
や
円
形
ベ

ン
チ
な
ど
を
活
用
す
る
方
針

だ
。市

は
2
0
0
6
年
、
自
治
会

や
有
識
者
ら
が
駅
舎
や
周
辺
の

街
づ
く
り
を
考
え
る

「
お
り
お

未
来
21
協
議
会
」
を
設
置
。
そ

の
中
の
歴
史
的
建
造
物
部
会
が

駅
舎
の
保
存
に
つ
い
て
検
討
し

た
。
部
会
長
だ
っ
た
九
州
共
立

大
の
尾
道
建
二
名
誉
教
授

（
建

築
歴
史

・
意
匠
）ら
に
よ
る
と
、

部
会
が
ま
と
め
た
報
告
書
で

は
、

「文
化
財
指
定
を
検
討
す

べ
き
」
と
し
て
、

「
『
生
き
た

施
設
』と
し
て
活
用
し
な
が
ら
、

末
永
く
保
全
で
き
る
よ
う
工
夫

す
る
べ
き
」
と
提
案
し
た
と
い

う
。し

か
し
、
市
と
協
議
会
が
09

年
に
打
ち
出
し
た
基
本
方
針
で

は
、
駅
舎
の
調
査
は
盛
り
込
ま

れ
な
か

っ
た
。
管
轄
す
る
折
尾

総
合
整
備
事
務
所
は
、

「地
元

の
意
見
を
聞
い
た
上
で
の
判

断
。
文
化
財
に
な
れ
ぱ
増
設
な

ど
が
で
き
ず
、
生
き
た
施
設
と

し
て
活
用
で
き
な
い
」
と
説
明

す
る
。

一
方
、
市
文
化
財
保
護
審
議

会
は
08
年
 
月
、
「調
査
が
今

要
」
と
の
意
見
を
ま
と
め
た
。

だ
が
、
そ
の
意
見
は
反
映
さ
れ

ず
、
09
年
12
月
に
開
か
れ
た
審

議
会
で
は

「
調
査
す
る
機
会
が

な
か
っ
た
こ
と
は
遺
憾
」
と
の

意
見
も
出
た
と
い
う
。
審
議
会

委
員
の
 
人
、
清
水
憲
丁

九

州
国
際
大
教
授

（近
代
日
本
経

済
史
）
は

「
国
指
定
の
文
化
財

に
な
り
う
る
と
思
う
。
歴
史
的

’

な
観
点
も
含
め
、
専
門
家
が
調

査
す
べ
き
だ
」
と
話
す
。

　　

一

10
月
23
日
の
市
議
会
建
築
郷

防
委
員
会
で
は
、
委
員
が
、
駅

一

舎
の
文
化
財
と
し
て
の
価
値
幸

調
査
し
な
い
理
由
を
尋
ね
る

一

と
、
市
の
担
当
者
は

「文
化
財

指
定
は
所
管
外
」

　

「
外
観
は
1

9
8
5
年
に
大
改
修
し
た
。
（貴

重
な
も
の
は
）
中
に
残
っ
て
い

る
も
の
だ
け
」
な
ど
と
の
回
答

に
終
始
し
、
明
言
を
避
け
た
。

駅
舎
の
保
全
運
動
を
行
う
八

幡
西
区
折
尾
、
蒔
田
加
代
さ
ん

（53
）は

「
歴
史
性
の
高
い
、
折

尾
の
シ
ン
ポ
ル
と
し
て
誇
り
に

感
じ
て
き
た
。
解
体
前
に
、
ど

れ
だ
け
価
値
が
あ
る
の
か
知
り

た
い
」
と
訴
え
る
。


